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海の水面の高さのことを「潮位
ちょうい

」とよび、海岸
かいがん

などの岸壁
がんぺき

に建てられた検
けん

潮
ちょう

所
じょ

などで観測
かんそく

しています。 

 

 

検
けん

潮
ちょう

所
じょ

は小さな建物の中に井戸があり、導
どう

水
すい

管
かん

とい

う管で海とつながっています。導
どう

水管
すいかん

は、井戸の中の水

面と海の水面の高さを同じにする役割
やくわり

をしています。 

 

気象庁の多くの検
けん

潮
ちょう

所
じょ

では、電
でん

波
ぱ

式
しき

の検
けん

潮
ちょう

儀
ぎ

という

器械
き か い

を使って 潮
ちょう

位
い

をはかっています。 

この検
けん

潮
ちょう

儀
ぎ

は、井戸の上から水面に向けて電波
で ん ぱ

を

発射
はっしゃ

し、電波
で ん ぱ

が水面にはね返って戻
もど

ってくるまでの時間
じ か ん

を計算して潮位
ちょうい

をはかる器械
き か い

です。 

 

 

 

 

観
かん

測
そく

された潮位
ちょうい

のデータは、電話回線を通して気象庁に

送られますが、電話回線が故
こ

障
しょう

や災
さい

害
がい

などで使用でき

なくなった場合は、衛
えい

星
せい

回
かい

線
せん

を使ってデータを送ること

ができます。 

 

 

 

 

検
けん

潮 所
ちょうじょ

を建てることができない場所では、津波
つ な み

観測計
かんそくけい

とよばれる器械
き か い

を、できるだけ波の静
しず

かな堤
てい

防
ぼう

や

岸
がん

壁
ぺき

に設
せっ

置
ち

して観
かん

測
そく

を行っています。 

検
けん

潮
ちょう

儀
ぎ

と同じように、電波
で ん ぱ

で海の水面をはかる津波
つ な み

観測計
かんそくけい

（図中○）のほかに、海水の圧 力
あつりょく

の大きさから

津波の高さをはかる巨大
きょだい

津波
つ な み

観測計
かんそくけい

（図中○）もありま

す。 

潮位計
ちょういけい

や津波
つ な み

観測計
かんそくけい

の高さをこえるような大きい津

波は、巨大
きょだい

津波
つ な み

観測計
かんそくけい

で高さをはかります。 

海水面  水面  

 

 

海の水面の高さをはかる（潮位
ちょうい

） 


